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年賀あいさつ式
全員協議会
二十歳のつどい
熊本県市議会議員研修
出初式
百歳到達者表敬訪問
議会運営委員会
全員協議会
広報広聴委員会
菊池市・山鹿市議会合同研修会
九州市議会議長会第4回理事会（～26日）
議会報告会　【山鹿市役所5階】
議会報告会　【菊鹿公民館】
鞠智城講座
議会運営委員会行政視察（～30日）
赤穂市議会行政視察受入

議会運営委員会
議会報告会　【鹿本市民センター】
議会報告会　【鹿北市民センター】
議会報告会　【鹿央市民センター】
丸亀市議会行政視察受入
主権者教育【山鹿小学校・三玉小学校・菊鹿小
学校・鹿北小学校】
臨時会
全員協議会
主権者教育　【大道小学校】
熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例会
及び全員協議会【熊本県自治会館】
eスポーツ交流イベント
主権者教育　【八幡小学校】
百歳到達者表敬訪問
３月定例会開会･全員協議会
広報広聴委員会
後期高齢者医療広域連合　定期監査

３月定例会質疑・一般質問
３月定例会質疑・一般質問
広報広聴委員会
予算決算常任委員会
広報広聴委員会
第12回鞠智城跡『特別研究』成果報告会
建設経済常任委員会
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
予算決算委員会
合志川災害関連対策事業完成式典
議会運営委員会
３月定例会閉会・全員協議会
百歳到達者表敬訪問
百歳到達者表敬訪問
やまがＢＡＳＥオープニングセレモニー

１
月

２
月

３
月

議会の主な動き 令和5年度　行政視察受入れ状況
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宮古島市議会視察

学生との交流事業
崇城大学、鹿本高校、鹿本農業高校、鹿本商工

高校、城北高校、山鹿中学校の生徒さんたちと

eスポーツの対戦やグループディスカッション

等を行いました。

令和6年2月21日eスポーツで壁を超える。若者×議員

5/23(火)

10/12(木)

10/18(水)

10/20(金)

11/1(水)

1/30(火)

2/6(火)

宮城県
名取市

沖縄県
宮古島市

愛知県
西尾市議会

奈良県
宇陀市議会

栃木県
さくら市議会

兵庫県
赤穂市議会

香川県
丸亀市議会

新シルク蚕業構想に
ついて

議会招集から閉会まで
の議会運営について

災害時の際の市議会と
しての対応について

歴史文化景観をいかした
まちづくりについて

インクルーシブ教育
システムについて

一般廃棄物処理整備
事業について

市民サービスの向上と
行政コストの削減を目標
とした、市民課窓口業務
の民間委託について

学校の適正配置の経緯と
効果・課題について

議員による出前授業に
ついて

視察日 視察団体 視察内容

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
事
で
あ
り
ま
す
が
先
日
、中

学
一
年
生
の
孫
娘
を
連
れ
て
鹿

児
島
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館

へ
行
って
来
ま
し
た
。

昨
年
公
開
さ
れ
た
映
画『
あ

の
花
が
咲
く
丘
で
、君
と
ま
た
出

会
え
た
ら
。』を
見
た
孫
に
あ
の

物
語
は
鹿
児
島
の
知
覧
特
攻

隊
の
話
だ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、ぜ
ひ

行
き
た
い
と
い
う
事
で
行
っ
て
来

ま
し
た
。映
画
の
世
界
が
現
実
に

あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
感
じ
た
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

さ
て
、第
五
期
山
鹿
市
議
会

も
い
よ
い
よ
最
終
年
度
に
入
り
ま

し
た
。第
五
期
議
会
だ
よ
り
も

残
り
３
部
で
終
了
で
す
。市
民

の
皆
様
に
は
議
会
だ
よ
り
を
通

じ
て
議
会
活
動
を
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
報
告
し
よ
う
と
努
め
て

き
ま
し
た
が
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？市民

の
皆
様
、今
後
も
分
か

り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
一
読
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
　  

山
下
　
誠
治

芋
生
　
よ
し
や

高
橋
　
龍
一

松
見
　
真
一

古
川
　
和
博

山
下
　
誠
治

関
口
　
和
良

広
報
広
聴
委
員
　

4日(木）

8日（月）
9日（火）
14日（日）
16日（火）
19日（金）

23日（火）
25日（木）
26日（金）
27日（土）
28日（日）
29日（月）
30日（火）

2日（金）

3日（土）

6日（火）
7日（水）

9日（金）

13日（火）
14日（水）

21日（水）
26日（月）

27日（火）

5日（火）
6日（水）

7日（木）

10日（日）
11日（月）
12日（火）
13日（水）
15日（金）
16日（土）
19日（火）
21日（木）
26日（火）
27日（水）
30日（土）
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令和6年度一般会計予算
339億円を可決！！

工業団地整備事業

2,750万円
企業立地の受け皿
を確保し、雇用の拡
大、定住人口の増
加、地域経済の活
性化を図る

交通安全施設整備事業

4,985万円 交通安全施設（カーブミラー、ガー
ドレール、区画線等）を整備するこ
とにより、利用者の安全確保を図る

育児用品購入助成事業

1,639万円
出生から1歳になるま
での乳児を養育する
家庭に3,000円（月1
枚）の購入券又は電
子ポイントを交付し、
子育てを支援する

常備消防施設整備事業

1億2,127万円
【鹿北分署】　　
災害対策特殊ポン
プ自動車（更新）
【山鹿消防署】
高規格救急自動車
（更新）

母子保健事業
（温泉を活用した産後リフレッシュ事業）

24万円
令和7年度に向けて良質な
温泉と地元高校生考案の料
理で産後のリフレッシュやス
トレス解消を図る整備事業

地域づくり事業
（集落支援員の導入）

404万円
地域の活動母体の
育成・確立、地域団
体の連携強化及び
地域と行政による
協働のまちづくりを
目指す

持続可能な部活動推進事業
（中学校）

996万円
部活動指導員を確保
し、複数校や全市合
同で部活動を行うこと
で、教職員の負担を軽
減すると共に質の高い
練習の場を提供する

した事業

議会が

注目

予算決算委員会
建
設
経
済
分
科
会

工
業
団
地
整
備
事
業

　
　
工
業
団
地
選
定
理
由
並
び
に
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
交
通
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
場
所
、将
来
事
業
拡
張
が
出
来
得
る
場
所
、

基
盤
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
造
成
に
容
易
な
平
坦
地
等
、
開

発
の
実
現
性
や
経
済
的
な
合
理
性
を
鑑
み
て
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
付
近
が
最
適
と
選
定
し
た
。
ま
た
、
本
事
業
に
関
わ
る
市
役
所
内

部
署
及
び
対
外
関
係
先
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
事
業
執
行
に
支
障
の

な
い
組
織
人
員
体
制
を
敷
い
て
い
く
。

総
務
文
教
分
科
会

新
年
度
予
算
の
編
成
方
針
に
つ
い
て

　
　
令
和
4
年
度
決
算
の
総
括
時
に
令
和
6
年
度
予
算
編
成
に
当
たっ

て
は
厳
し
く
査
定
し
た
い
と
の
答
弁
が
あっ
た
が
、
結
果
的
に
過
去
最
大

の
当
初
予
算
と
なっ
た
。
予
算
編
成
に
対
す
る
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
新
年
度
に
お
い
て
は
「
健
幸
都
市
や
ま
が
」
の
実
現
に
向
け
た
新
し

い
施
策
の
展
開
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
対
策
に
主
眼
を
置
い
た
4
つ
の
応

援
プ
ロ
ジェ
ク
ト
に
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
って
い
る
。
ま
た
、
人
件
費

や
物
件
費
も
増
加
す
る
こ
と
か
ら
過
去
最
大
規
模
の
予
算
と
な
る
が
、
最

終
的
に
は
余
剰
金
も
出
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
基
金
の
取
崩
し
等
は
最
小

限
に
留
め
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
福
祉
分
科
会

福
祉
会
館
整
備
事
業

　
　
今
後
の
福
祉
関
係
の
施
設
統
廃
合
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
新
福
祉
会
館
に
統
合
し
て
山
鹿
市
の
利
便
性
の
よ
い
中
心
部
に
建

設
し
、
福
祉
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の

後
に
利
活
用
を
検
討
す
る
。

こ
の
答
弁
を
も
と
に
論
議
し
た
結
果

◇
既
存
３
施
設
の
再
構
築
案
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い

◇
土
地
開
発
基
金
の
運
用
が
適
正
で
あっ
た
の
か
疑
問
が
残
る

◇
公
共
財
産
保
有
量
の
適
正
化
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
土
地
取
得
の
必

　
要
性
や
既
存
の
保
有
施
設
利
活
用
の
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い

右
記
３
点
を
理
由
に
、
建
設
推
進
委
員
会
委
員
の
報
酬
及
び
保
健
所

跡
地
の
維
持
管
理
に
か
か
る
経
費
以
外
の
予
算
１
億
３
１
２
７
万
７
千

円
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
削
除
す
る
修
正
案
を
提
出
す
る
。

予
算
決
算
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望

①
令
和
６
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
工
業
団
地
の
整
備
につい
て
は
長

期
に
わ
た
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
市
民
の
声
も
しっか
り
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
工
業
団
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
住
宅
地
の
開
発
も
当
然
必
要
と
なって
く

る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
行
政
と
民
間
開
発
事
業
者
と
の
情
報
交
換

を
緊
密
に
行
って
も
ら
い
た
い
。

③
熊
入
・
緑
橋
の
橋
梁
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
の
報
告
、
長
寿
命
化
の

工
事
費
は
予
算
化
を
要
望
す
る
。

④
鹿
本
広
域
農
道
１
号
線
（
鹿
央
町
）
単
独
災
害
復
旧
工
事
、
令
和
６
年

３
月
末
工
事
完
了
予
定
が
令
和
６
年
６
月
頃
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
事

業
の
詳
細
な
進
捗
状
況
を
定
期
的
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。
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存
３
施
設
の
再
構
築
案
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い

◇
土
地
開
発
基
金
の
運
用
が
適
正
で
あっ
た
の
か
疑
問
が
残
る

◇
公
共
財
産
保
有
量
の
適
正
化
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
土
地
取
得
の
必

　
要
性
や
既
存
の
保
有
施
設
利
活
用
の
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い

右
記
３
点
を
理
由
に
、
建
設
推
進
委
員
会
委
員
の
報
酬
及
び
保
健
所

跡
地
の
維
持
管
理
に
か
か
る
経
費
以
外
の
予
算
１
億
３
１
２
７
万
７
千

円
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
削
除
す
る
修
正
案
を
提
出
す
る
。

予
算
決
算
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望

①
令
和
６
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
工
業
団
地
の
整
備
につい
て
は
長

期
に
わ
た
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
市
民
の
声
も
しっか
り
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
工
業
団
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
住
宅
地
の
開
発
も
当
然
必
要
と
なって
く

る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
行
政
と
民
間
開
発
事
業
者
と
の
情
報
交
換

を
緊
密
に
行
って
も
ら
い
た
い
。

③
熊
入
・
緑
橋
の
橋
梁
工
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
の
報
告
、
長
寿
命
化
の

工
事
費
は
予
算
化
を
要
望
す
る
。

④
鹿
本
広
域
農
道
１
号
線
（
鹿
央
町
）
単
独
災
害
復
旧
工
事
、
令
和
６
年

３
月
末
工
事
完
了
予
定
が
令
和
６
年
６
月
頃
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
事

業
の
詳
細
な
進
捗
状
況
を
定
期
的
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。
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きたはら   しょうぞう

運転免許証返納者に対する支援策について
ギフトカード2,000円相当を交付する

昨
年
12
月
定
例
会
の
一

般
質
問
に
対
し
、
他
の
自

治
体
の
支
援
（
特
典
）
を

参
考
に
、
現
在
、
本
市
独

自
の
運
転
免
許
証
返
納
に

対
す
る
支
援
（
特
典
）
の

早
期
開
始
に
向
け
、
関
係

機
関
、
関
係
団
体
と
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
予

定
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

返
納
に
対
す
る
特
典
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

総
務
部
長
　

運
転
免
許
が
不
要
に

な
っ
た
方
や
、
身
体
機
能

の
低
下
等
の
た
め
自
動
車

の
運
転
に
不
安
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
方
の
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

促
す
た
め
、返
納
に
対
す
る

特
典
を
盛
り
込
ん
だ「
山
鹿

市
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
事
業
実
施
要
綱
」を

定
め
、令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
時
に
、市

内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

令
和
６
年
４
月
１
日
以
後

に
返
納
さ
れ
た
方
に
対
し
、

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
２
，０
０
０

円
相
当
を
交
付
す
る
。

な
お
、こ
の
制
度
の
周
知

に
つ
い
て
は
、や
ま
が
メ
イ

ト
、広
報
や
ま
が
５
月
号
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、山
鹿
警
察

署
や
山
鹿
地
区
交
通
安
全

協
会
等
と
連
携
し
、浸
透

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

・市営住宅の管理等について
・中学校の環境整備について
・廃校の利活用について

その他の質問

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

※
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　
広
報
広
聴
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他

　主
な
審
議
事
項
】

●
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

●
水
道
事
業
会
計
予
算

●
下
水
道
事
業
会
計
予
算

●
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
予
算

建
設
経
済
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
小
川

　榮
二

　
　〇
隈
部

　賢
治

　
　
　北
原

　昭
三

　

　松
見

　真
一

　
　
　豊
田
新
二
郎

　
　
　関
口

　和
良

3/11
開催

●
工
業
団
地
の
整
備
予
定
地

　（
名
塚
・
下
吉
田
地
内
）

●
市
道
路
線
の
認
定

　（
鹿
本
町
御
宇
田
地
内
）

現地調査

【
そ
の
他

　主
な
審
議
事
項
】

●
山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
山
鹿
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
山
鹿
市
病
院
事
業
会
計
予
算

●
知
的
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
障
害
者
支
援
施
設
等
の
充
実
を
求
め
る
意
見

　書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
書

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
勢
田

　昭
一

　
　〇
金
光

　一
誠

　
　
　芋
生
よ
し
や

　山
下

　誠
治

　
　
　深
牧

　大
助

　
　
　永
田

　壮
拡

3/12
開催

国
が
示
す
基
準
を
受
け
、基
準
額
は
そ
の
ま
ま
で
、所
得
の
低
い
階
層
は
引
き
下
げ
、

新
た
な
10
階
層
か
ら
13
階
層
の
介
護
保
険
料
が
引
き
上
げ
と
な
る
。
第
1
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
も
、物
価
高
な
ど
の
影
響
も
あ
り
経
済
的
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

介
護
準
備
基
金
活
用
で
保
険
料
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
と
の
問
い

に
、
人
口
減
少
に
よ
り
、
被
保
険
者
も
減
少
す
る
こ
と
で
保
険
料
の
増
額
が
見
込
ま

れ
る
。
基
金
を
投
入
し
て
、
基
準
額
6
、3
8
0
円
は
据
置
き
し
て
い
る
。
次
期
以
降

も
急
激
な
保
険
料
の
増
額
と
な
ら
な
い
よ
う
に
計
画
的
な
投
入
を
考
え
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

鹿
本
町
御
宇
田
地
区
の
民
間
業
者
が
造
成
し
た
分
譲
地
内
を
通
る
生
活
道
路
の
市

道
認
定
に
つ
い
て
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。
住
宅
予
定
地
18
区
画
が
整
備
さ
れ
、
新

築
中
の
住
宅
も
あ
り
舗
装
や
排
水
施
設
に
つ
い
て
も
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
道
路
線
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
採
択
し
、
本
議
会
に
お
い

て
可
決
し
た
。

介
護
保
険
料
第
９
期
は
９
階
層
か
ら
13 
階
層
へ

市
道
路
線
の
認
定

【
そ
の
他

　主
な
審
議
事
項
】

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

●
深
瀬
健
康
増
進
施
設
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

●
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

総
務
文
教
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
冨
丸
洋
一
郎

　
　〇
原

　
　芳
郎

　
　
　永
田

　紘
二

　有
働

　辰
喜

　
　
　古
川

　和
博

　
　
　高
橋

　龍
一

3/13
開催

本
市
で
導
入
し
た
場
合
、
毎
年
約
2
億
円
の
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
請
願
第
2
号
審
議
を
行
っ
た
。

無
償
化
に
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
義
務
教
育
に
関
す
る
も
の
は
あ
く
ま
で

国
が
行
う
べ
き
で
あ
り
、
自
治
体
間
の
財
政
力
の
違
い
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
大
勢
で
あ
り
、
本
請
願
は
不
採
択
と
し
た
。

議
会
最
終
日
に
無
償
化
を
国
へ
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
本
会
議
に
て
可
決
し
た
。

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

無
償
化
を
国
に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
可
決

●
山
鹿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
福
祉
会
館（
ゆ
う
あ
い
園
）

●
新
福
祉
会
館
建
設
予
定
地

　（山
鹿
保
健
所
跡
地
）

現地調査

過去の議会でも質問
令和５年12月
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きたはら   しょうぞう

運転免許証返納者に対する支援策について
ギフトカード2,000円相当を交付する

昨
年
12
月
定
例
会
の
一

般
質
問
に
対
し
、
他
の
自

治
体
の
支
援
（
特
典
）
を

参
考
に
、
現
在
、
本
市
独

自
の
運
転
免
許
証
返
納
に

対
す
る
支
援
（
特
典
）
の

早
期
開
始
に
向
け
、
関
係

機
関
、
関
係
団
体
と
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
予

定
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

返
納
に
対
す
る
特
典
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

総
務
部
長
　

運
転
免
許
が
不
要
に

な
っ
た
方
や
、
身
体
機
能

の
低
下
等
の
た
め
自
動
車

の
運
転
に
不
安
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
方
の
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

促
す
た
め
、返
納
に
対
す
る

特
典
を
盛
り
込
ん
だ「
山
鹿

市
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
事
業
実
施
要
綱
」を

定
め
、令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
時
に
、市

内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

令
和
６
年
４
月
１
日
以
後

に
返
納
さ
れ
た
方
に
対
し
、

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
２
，０
０
０

円
相
当
を
交
付
す
る
。

な
お
、こ
の
制
度
の
周
知

に
つ
い
て
は
、や
ま
が
メ
イ

ト
、広
報
や
ま
が
５
月
号
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、山
鹿
警
察

署
や
山
鹿
地
区
交
通
安
全

協
会
等
と
連
携
し
、浸
透

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

・市営住宅の管理等について
・中学校の環境整備について
・廃校の利活用について

その他の質問

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

※

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　
広
報
広
聴
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他

　主
な
審
議
事
項
】

●
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

●
水
道
事
業
会
計
予
算

●
下
水
道
事
業
会
計
予
算

●
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
予
算

建
設
経
済
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
小
川

　榮
二

　
　〇
隈
部

　賢
治

　
　
　北
原

　昭
三

　

　松
見

　真
一

　
　
　豊
田
新
二
郎

　
　
　関
口

　和
良

3/11
開催

●
工
業
団
地
の
整
備
予
定
地

　（
名
塚
・
下
吉
田
地
内
）

●
市
道
路
線
の
認
定

　（
鹿
本
町
御
宇
田
地
内
）

現地調査

【
そ
の
他

　主
な
審
議
事
項
】

●
山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
山
鹿
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
山
鹿
市
病
院
事
業
会
計
予
算

●
知
的
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
障
害
者
支
援
施
設
等
の
充
実
を
求
め
る
意
見

　書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
書

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
勢
田

　昭
一

　
　〇
金
光

　一
誠

　
　
　芋
生
よ
し
や

　山
下

　誠
治

　
　
　深
牧

　大
助

　
　
　永
田

　壮
拡

3/12
開催

国
が
示
す
基
準
を
受
け
、基
準
額
は
そ
の
ま
ま
で
、所
得
の
低
い
階
層
は
引
き
下
げ
、

新
た
な
10
階
層
か
ら
13
階
層
の
介
護
保
険
料
が
引
き
上
げ
と
な
る
。
第
1
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
も
、物
価
高
な
ど
の
影
響
も
あ
り
経
済
的
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

介
護
準
備
基
金
活
用
で
保
険
料
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
と
の
問
い

に
、
人
口
減
少
に
よ
り
、
被
保
険
者
も
減
少
す
る
こ
と
で
保
険
料
の
増
額
が
見
込
ま

れ
る
。
基
金
を
投
入
し
て
、
基
準
額
6
、3
8
0
円
は
据
置
き
し
て
い
る
。
次
期
以
降

も
急
激
な
保
険
料
の
増
額
と
な
ら
な
い
よ
う
に
計
画
的
な
投
入
を
考
え
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

鹿
本
町
御
宇
田
地
区
の
民
間
業
者
が
造
成
し
た
分
譲
地
内
を
通
る
生
活
道
路
の
市

道
認
定
に
つ
い
て
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。
住
宅
予
定
地
18
区
画
が
整
備
さ
れ
、
新

築
中
の
住
宅
も
あ
り
舗
装
や
排
水
施
設
に
つ
い
て
も
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
道
路
線
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
採
択
し
、
本
議
会
に
お
い

て
可
決
し
た
。

介
護
保
険
料
第
９
期
は
９
階
層
か
ら
13 
階
層
へ

市
道
路
線
の
認
定

【
そ
の
他

　主
な
審
議
事
項
】

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

●
深
瀬
健
康
増
進
施
設
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

●
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

総
務
文
教
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
冨
丸
洋
一
郎

　
　〇
原

　
　芳
郎

　
　
　永
田

　紘
二

　有
働

　辰
喜

　
　
　古
川

　和
博

　
　
　高
橋

　龍
一

3/13
開催

本
市
で
導
入
し
た
場
合
、
毎
年
約
2
億
円
の
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
請
願
第
2
号
審
議
を
行
っ
た
。

無
償
化
に
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
義
務
教
育
に
関
す
る
も
の
は
あ
く
ま
で

国
が
行
う
べ
き
で
あ
り
、
自
治
体
間
の
財
政
力
の
違
い
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
大
勢
で
あ
り
、
本
請
願
は
不
採
択
と
し
た
。

議
会
最
終
日
に
無
償
化
を
国
へ
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
本
会
議
に
て
可
決
し
た
。

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

無
償
化
を
国
に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
可
決

●
山
鹿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
福
祉
会
館（
ゆ
う
あ
い
園
）

●
新
福
祉
会
館
建
設
予
定
地

　（山
鹿
保
健
所
跡
地
）

現地調査

過去の議会でも質問
令和５年12月
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勢田  昭一  議員
せいだ    しょういち

学校給食についての検討委員会の設置と内容は？
昨年10月に設置し3回開催。センター方式への理解を確認

・有害鳥獣捕獲事業について
・消防本部職員数について
・山鹿市社会体育施設について

芋生  よしや  議員
（日本共産党）

いもう

保護者の願いに応え給食費無償化に
国の動向を注視し、一部支援は考えていない

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
や

物
価
高
騰
が
市
民
生
活
に

重
く
の
し
か
か
り
、
貧
困

と
格
差
を
広
げ
、 

子
ど
も

た
ち
に
も
深
刻
な
影
響
を

与
え
給
食
費
が
家
計
の
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
保
護
者
の
願
い
に
応

え
無
償
化
へ
の
努
力
は
で

き
な
い
の
か
。

「
選
ば
れ
る
山
鹿
」
を
言

う
な
ら
ば
、4
年
連
続
「
住

み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
第
一
位
」
の
豊
後

高
田
市
で
は
、
18
歳
ま
で

医
療
費
無
料
化
、
学
校
給

食
費
無
償
化
な
ど
子
育
て

支
援
策
が
充
実
し
、
移
住

者
4
年
連
続
3
0
0
人
超

え
、
転
入
増
10
年
連
続
を

達
成
し
て
い
る
。
令
和
7

年
か
ら
完
全
無
償
化
を
決

市
長

国
で
給
食
費
無
償
化
に

向
け
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、学
校
給
食
の
運
用
方

法
な
ど
に
違
い
が
あ
り
、課

題
が
多
い
。

県
内
外
で
給
食
費
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
は
あ
る
が
、本
市
で
は
、

国
に
お
い
て
の
学
校
給
食

法
の
改
正
及
び
財
源
確
保

の
動
向
を
注
視
す
る
も
の

と
し
、一
部
補
助
支
援
は
考

え
て
い
な
い
。

教
育
部
長

①「
統
合
校
の
整
備
方
針
」は
統

合
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

の
当
時
に
お
け
る
判
断
で
あ
り
、

文
書
に
よ
り
系
統
的
に
定
義
付

け
た
も
の
は
な
い
。

②
法
の
規
定
面
積
は
、体
育
館

の
面
積
に
関
し
て
の
自
治
体
の

判
断
を
必
ず
し
も
拘
束
す
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

③
鹿
本
小
・
八
幡
小
の
体
育
館

は
耐
力
度
不
足
に
よ
る
建
替
え

で
あ
り
、法
が
規
定
す
る
基
準

面
積
を
踏
ま
え
て
整
備
し
た
。

今
後
老
朽
化
な
ど
の
理
由
に

よ
り
安
全
性
が
確
保
出
来
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、法

令
で
示
さ
れ
て
い
る
基
準
面
積

を
参
考
に
建
替
え
等
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

昨
年
９
月
の
鹿
本
給
食

セ
ン
タ
ー
の
事
案
を
も
と

に
改
善
策
や
市
全
体
の
給

食
形
態
（
自
校
方
式
・
セ

ン
タ
ー
方
式
）
の
論
議
が

見
え
て
こ
な
い
。
組
織
の

設
置
や
そ
の
内
容
な
ど
進

展
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長

「
山
鹿
市
附
属
機
関
設

置
条
例
」
等
に
基
づ
き
学

識
経
験
者
、
地
域
住
民
、

小
中
学
校
保
護
者
、
学
校

関
係
者
及
び
行
政
関
係
の

代
表
者
19
人
で
「
学
校
規

模
適
正
化
等
協
議
会
」
を

設
置
。
こ
れ
ま
で
視
察
も

含
め
て
3
回
の
協
議
を
行

い
、
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の

理
解
を
確
認
し
た
。
今
後

は
、
規
模
・
位
置
に
つ
い

て
検
討
・
協
議
を
進
め
、

新
た
な
給
食
施
設
の
整
備

に
つ
な
げ
て
い
く
。

・学校給食のセンター方式
 と自校方式について

その他の質問

・障害者雇用について「共働の視点で」
・住宅環境について「共創の視点で」

その他の質問

永田  壮拡  議員
（鹿政不動会）

ながた    たけひろ

山鹿保健所跡地への新福祉会館建設の必要性を問う
必要な投資は惜しまず、市内中心部に福祉会館の整備を進めたい

①
議
会
の
議
決
を
経
る

必
要
の
な
い
土
地
開
発
基

金
で
先
行
取
得
さ
れ
た
山

鹿
保
健
所
跡
地
。
土
地
代

と
建
物
解
体
費
を
相
殺
し

て
の
購
入
価
格
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
内
訳
は
。

②
新
福
祉
会
館
建
設
に
係

る
既
存
施
設
の
利
用
者
や

市
民
へ
の
意
向
調
査
は
実

施
し
た
の
か
。

③
市
長
は
所
信
で「
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、公
共
施
設
等

の
保
有
量
の
適
正
化
に
向

け
た
遊
休
資
産
の
処
分
に

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

既
存
公
共
財
産
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
中
、
新
た

に
施
設
を
建
築
す
る
こ
と

と
市
政
運
営
方
針
の
整
合

性
に
つ
い
て
伺
う
。

①
②
福
祉
部
長

③
市
長
　

①
当
時
の
市
の
試
算
で
解

体
費
約
1
、6
0
0
万
円
、

相
殺
後
の
購
入
価
格
は
4
、

5
0
2
万
円
。し
か
し
、今

回
の
当
初
予
算
に
は
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
費
用
と
人
件
費

高
騰
に
よ
り
解
体
費
4
、

7
1
6
万
5
千
円
を
計
上

し
て
い
る
。

②
福
祉
会
館
建
設
に
係
る

市
民
へ
の
意
向
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
が
、新
福
祉
会
館

建
設
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、意
見
を
集
約
し
た
。

③
必
要
な
と
こ
ろ
へ
の
投
資

を
惜
し
ま
ず
、市
民
の
福
祉

や
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

利
便
性
の
高
い
市
内
中
心

部
に
福
祉
会
館
を
整
備
し

て
い
き
た
い
。

・小中学校の部活動遠
　征費補助金について

その他の質問

め
た
菊
陽
町
で
は
国
を
待

た
ず
、
月
1
、0
0
0
円
の

補
助
か
ら
さ
ら
に
手
厚
い

支
援
を
始
め
る
。
山
鹿
市

で
は
一
部
補
助
支
援
も
で

き
な
い
の
か
。

有働  辰喜  議員
うどう　　  たつき

めのだけ小学校体育館必要面積不足での開校判断の是非
法が規定する面積は、自治体の判断を必ずしも拘束するものではない

新
た
に
小
学
校
を
設
置
（
注

1
）
し
た
際
に
、
国
が
法
で
定

め
る
学
級
数
に
応
ず
る
必
要
面

積
＝
国
が
法
で
定
め
る
教
育
を

行
な
う
の
に
必
要
な
最
低
限
度

の
面
積
9
1
9
㎡
（
注
2
）
を

確
保
せ
ず
に
面
積
5
2
6
㎡
の

既
存
体
育
館
（
注
3
） 

で
開
校

す
る
と
し
た
市
の
判
断
は
正
し

か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

①
法
の
規
定
面
積
不
足
で
も
問

題
な
い
と
す
る
根
拠
の
「
統
合

校
の
整
備
方
針
」
は
ど
こ
に
示

さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
市
独
自
判
断
の
整
備
方
針

と
、
法
の
規
定
面
積
確
保
の
ど

ち
ら
を
優
先
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
か
。

③
鹿
本
小
・
八
幡
小
の
体
育

館
建
替
え
は
法
の
規
定
面
積

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
が
、
め

の
だ
け
小
学
校
体
育
館
は
法

の
規
定
面
積
に
拘
束
さ
れ
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

（
注
1
）
め
の
だ
け
小
学
校
は
山
鹿

市
立
学
校
条
例
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ

れ
た
小
学
校
 

（
注
2
）
開
校
時
予
定
学
級
数
12
学

級
（
9
1
9
㎡
：
11
学
級
か
ら
15
学
級

の
必
要
面
積
） 

（
注
3
）
法
で
定
め
る
学
級
数
に
応

ず
る
体
育
館
の
必
要
面
積
の
最
小
面
積

は
8
9
4
㎡
（
1
学
級
か
ら
10
学
級
） 

その他の質問

過去の議会でも質問
平成29年3月、令和3年3月
令和4年3月・6月・9月、令和5年6月

過去の議会でも質問
令和４年６月・９月・12月　
令和５年３月・６月・12月

新福祉会館建設の予定地
（山鹿保健所跡地）

小学校ある日の給食
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学校給食についての検討委員会の設置と内容は？
昨年10月に設置し3回開催。センター方式への理解を確認

・有害鳥獣捕獲事業について
・消防本部職員数について
・山鹿市社会体育施設について

芋生  よしや  議員
（日本共産党）

いもう

保護者の願いに応え給食費無償化に
国の動向を注視し、一部支援は考えていない

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
や

物
価
高
騰
が
市
民
生
活
に

重
く
の
し
か
か
り
、
貧
困

と
格
差
を
広
げ
、 

子
ど
も

た
ち
に
も
深
刻
な
影
響
を

与
え
給
食
費
が
家
計
の
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
保
護
者
の
願
い
に
応

え
無
償
化
へ
の
努
力
は
で

き
な
い
の
か
。

「
選
ば
れ
る
山
鹿
」
を
言

う
な
ら
ば
、4
年
連
続
「
住

み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
第
一
位
」
の
豊
後

高
田
市
で
は
、
18
歳
ま
で

医
療
費
無
料
化
、
学
校
給

食
費
無
償
化
な
ど
子
育
て

支
援
策
が
充
実
し
、
移
住

者
4
年
連
続
3
0
0
人
超

え
、
転
入
増
10
年
連
続
を

達
成
し
て
い
る
。
令
和
7

年
か
ら
完
全
無
償
化
を
決

市
長

国
で
給
食
費
無
償
化
に

向
け
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、学
校
給
食
の
運
用
方

法
な
ど
に
違
い
が
あ
り
、課

題
が
多
い
。

県
内
外
で
給
食
費
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
は
あ
る
が
、本
市
で
は
、

国
に
お
い
て
の
学
校
給
食

法
の
改
正
及
び
財
源
確
保

の
動
向
を
注
視
す
る
も
の

と
し
、一
部
補
助
支
援
は
考

え
て
い
な
い
。

教
育
部
長

①「
統
合
校
の
整
備
方
針
」は
統

合
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

の
当
時
に
お
け
る
判
断
で
あ
り
、

文
書
に
よ
り
系
統
的
に
定
義
付

け
た
も
の
は
な
い
。

②
法
の
規
定
面
積
は
、体
育
館

の
面
積
に
関
し
て
の
自
治
体
の

判
断
を
必
ず
し
も
拘
束
す
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

③
鹿
本
小
・
八
幡
小
の
体
育
館

は
耐
力
度
不
足
に
よ
る
建
替
え

で
あ
り
、法
が
規
定
す
る
基
準

面
積
を
踏
ま
え
て
整
備
し
た
。

今
後
老
朽
化
な
ど
の
理
由
に

よ
り
安
全
性
が
確
保
出
来
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、法

令
で
示
さ
れ
て
い
る
基
準
面
積

を
参
考
に
建
替
え
等
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

昨
年
９
月
の
鹿
本
給
食

セ
ン
タ
ー
の
事
案
を
も
と

に
改
善
策
や
市
全
体
の
給

食
形
態
（
自
校
方
式
・
セ

ン
タ
ー
方
式
）
の
論
議
が

見
え
て
こ
な
い
。
組
織
の

設
置
や
そ
の
内
容
な
ど
進

展
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長

「
山
鹿
市
附
属
機
関
設

置
条
例
」
等
に
基
づ
き
学

識
経
験
者
、
地
域
住
民
、

小
中
学
校
保
護
者
、
学
校

関
係
者
及
び
行
政
関
係
の

代
表
者
19
人
で
「
学
校
規

模
適
正
化
等
協
議
会
」
を

設
置
。
こ
れ
ま
で
視
察
も

含
め
て
3
回
の
協
議
を
行

い
、
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の

理
解
を
確
認
し
た
。
今
後

は
、
規
模
・
位
置
に
つ
い

て
検
討
・
協
議
を
進
め
、

新
た
な
給
食
施
設
の
整
備

に
つ
な
げ
て
い
く
。

・学校給食のセンター方式
 と自校方式について

その他の質問

・障害者雇用について「共働の視点で」
・住宅環境について「共創の視点で」

その他の質問

永田  壮拡  議員
（鹿政不動会）

ながた    たけひろ

山鹿保健所跡地への新福祉会館建設の必要性を問う
必要な投資は惜しまず、市内中心部に福祉会館の整備を進めたい

①
議
会
の
議
決
を
経
る

必
要
の
な
い
土
地
開
発
基

金
で
先
行
取
得
さ
れ
た
山

鹿
保
健
所
跡
地
。
土
地
代

と
建
物
解
体
費
を
相
殺
し

て
の
購
入
価
格
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
内
訳
は
。

②
新
福
祉
会
館
建
設
に
係

る
既
存
施
設
の
利
用
者
や

市
民
へ
の
意
向
調
査
は
実

施
し
た
の
か
。

③
市
長
は
所
信
で「
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、公
共
施
設
等

の
保
有
量
の
適
正
化
に
向

け
た
遊
休
資
産
の
処
分
に

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

既
存
公
共
財
産
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
中
、
新
た

に
施
設
を
建
築
す
る
こ
と

と
市
政
運
営
方
針
の
整
合

性
に
つ
い
て
伺
う
。

①
②
福
祉
部
長

③
市
長
　

①
当
時
の
市
の
試
算
で
解

体
費
約
1
、6
0
0
万
円
、

相
殺
後
の
購
入
価
格
は
4
、

5
0
2
万
円
。し
か
し
、今

回
の
当
初
予
算
に
は
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
費
用
と
人
件
費

高
騰
に
よ
り
解
体
費
4
、

7
1
6
万
5
千
円
を
計
上

し
て
い
る
。

②
福
祉
会
館
建
設
に
係
る

市
民
へ
の
意
向
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
が
、新
福
祉
会
館

建
設
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、意
見
を
集
約
し
た
。

③
必
要
な
と
こ
ろ
へ
の
投
資

を
惜
し
ま
ず
、市
民
の
福
祉

や
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

利
便
性
の
高
い
市
内
中
心

部
に
福
祉
会
館
を
整
備
し

て
い
き
た
い
。

・小中学校の部活動遠
　征費補助金について

その他の質問

め
た
菊
陽
町
で
は
国
を
待

た
ず
、
月
1
、0
0
0
円
の

補
助
か
ら
さ
ら
に
手
厚
い

支
援
を
始
め
る
。
山
鹿
市

で
は
一
部
補
助
支
援
も
で

き
な
い
の
か
。

有働  辰喜  議員
うどう　　  たつき

めのだけ小学校体育館必要面積不足での開校判断の是非
法が規定する面積は、自治体の判断を必ずしも拘束するものではない

新
た
に
小
学
校
を
設
置
（
注

1
）
し
た
際
に
、
国
が
法
で
定

め
る
学
級
数
に
応
ず
る
必
要
面

積
＝
国
が
法
で
定
め
る
教
育
を

行
な
う
の
に
必
要
な
最
低
限
度

の
面
積
9
1
9
㎡
（
注
2
）
を

確
保
せ
ず
に
面
積
5
2
6
㎡
の

既
存
体
育
館
（
注
3
） 

で
開
校

す
る
と
し
た
市
の
判
断
は
正
し

か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

①
法
の
規
定
面
積
不
足
で
も
問

題
な
い
と
す
る
根
拠
の
「
統
合

校
の
整
備
方
針
」
は
ど
こ
に
示

さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
市
独
自
判
断
の
整
備
方
針

と
、
法
の
規
定
面
積
確
保
の
ど

ち
ら
を
優
先
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
か
。

③
鹿
本
小
・
八
幡
小
の
体
育

館
建
替
え
は
法
の
規
定
面
積

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
が
、
め

の
だ
け
小
学
校
体
育
館
は
法

の
規
定
面
積
に
拘
束
さ
れ
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

（
注
1
）
め
の
だ
け
小
学
校
は
山
鹿

市
立
学
校
条
例
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ

れ
た
小
学
校
 

（
注
2
）
開
校
時
予
定
学
級
数
12
学

級
（
9
1
9
㎡
：
11
学
級
か
ら
15
学
級

の
必
要
面
積
） 

（
注
3
）
法
で
定
め
る
学
級
数
に
応

ず
る
体
育
館
の
必
要
面
積
の
最
小
面
積

は
8
9
4
㎡
（
1
学
級
か
ら
10
学
級
） 

その他の質問

過去の議会でも質問
平成29年3月、令和3年3月
令和4年3月・6月・9月、令和5年6月

過去の議会でも質問
令和４年６月・９月・12月　
令和５年３月・６月・12月

新福祉会館建設の予定地
（山鹿保健所跡地）

小学校ある日の給食
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古川  和博   議員
（清風やまが ）

ふるかわ    かずひろ

 超高齢化社会に向き合う福祉会館整備事業とは
山鹿市福祉会館建設基本構想を決定

令
和
7
年
か
ら
人
口
の

局
面
は
大
き
く
変
わ
り
高

齢
者
が
急
増
し
医
療
介
護

ニ
ー
ズ
は
増
え
大
介
護
時

代
に
突
入
と
叫
ば
れ
て
い

る
、
２
０
４
０
年
に
ピ
ー

ク
と
の
見
込
み
だ
が
、
反

面
、
一
番
の
働
き
手
の
減

少
が
加
速
度
的
に
進
み
福

祉
の
支
え
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
等
、
福
祉
行
政

待
っ
た
な
し
の
施
策
で
あ

る
福
祉
会
館
建
設
の
取
組

を
問
う
。    

福
祉
部
長
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
、
多

様
化
・
複
雑
化
が
急
速
に

進
む
中
に
、
既
存
施
設
の

役
割
を
再
構
築
し
、
市
民

・第２回全国モンブラン大会山鹿市
  開催について
・健幸都市宣言の背景及び事業に
  ついて

その他の質問

金光  一誠  議員
（れいわ創造）

かなみつ   いっせい

企業誘致について
全庁挙げて事業に取り組む

企
業
誘
致
対
策
に
つ
い

て
は
、適
地
が
選
定
さ
れ
重

要
施
策
で
あ
る「
人
口
減
少

対
策
」
が
歩
み
始
め
た
と
思

う
が
、い
ろ
ん
な
懸
案
事
項

を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、工
業

団
地
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
企
業
を
早
期
に
確
保

す
る
た
め
、企
業
誘
致
に
向

け
た
効
率
的
な
P
R
と

セ
ー
ル
ス
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
、他

市
の
誘
致
活
動
に
負
け
な

い
こ
と
と
考
え
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
お
尋
ね
を
す
る
。

①
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
権

利
者
へ
の
事
業
説
明
、事
前

調
査
に
つ
い
て

②
企
業
へ
の
P
R
と
セ
ー
ル

ス
に
つ
い
て

③
事
業
の
推
進
体
制
に
つ

い
て商

工
観
光
部
長
、
市
長

①
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
地

権
者
や
耕
作
者
な
ど
地
域

の
皆
様
に
対
す
る
説
明
会

等
の
開
催
と
並
行
し
て
、

土
地
の
鑑
定
評
価
や
立
木

等
の
調
査
、
農
地
転
用
を

・令和6年度保健体育使用料708万円の積算根拠
 について
・社会体育施設について
・人口減少対策（住宅用地整備促進事業）について

その他の質問

原  芳郎  議員
（れいわ創造）

はら　よしろう

人工芝グラウンドについて
財政負担や経済効果等様々な条件をクリアする必要がある

①
公
共
施
設
で
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
保
有
す
る

全
国
で
の
数
、
九
州
で
の

数
、
熊
本
県
で
の
数
を
伺

う
。

②
昨
年
９
月
議
会
で
、
施

設
整
備
の
必
要
性
や
、
費

用
対
効
果
を
十
分
に
精
査

し
た
う
え
で
、
計
画
的
な

整
備
に
取
組
む
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
や
計
画
を
伺
う
。

①
②
教
育
部
長

①
民
間
の
リ
サ
ー
チ
会
社

に
よ
る
と
、自
治
体
及
び
民

間
に
よ
る
も
の
を
合
わ
せ

全
国
で
５
６
７
か
所
、九
州

・ふるさと納税について
・市職員の人材確保について
・学校給食センターの整備方針について

その他の質問

永田  紘二  議員
ながた　　こうじ

バイオマス事業を踏まえて、今後の仕事の取り組み方は
これまでの教訓を生かし、新たな事業にもチャレンジしていく

令
和
6
年
度
予
算
で
バ

イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
解

体
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が

①
こ
れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い

の
費
用
が
か
か
っ
た
の
か
。

②
今
後
は
ど
こ
で
終
着
す

る
の
か
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
こ

れ
で
終
わ
る
が
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
今
後
の
仕
事
の

取
組
み
方
に
つ
い
て
問

う
。①

②
農
林
部
長
③
市
長

①
こ
れ
ま
で
の
一
般
財
源
の

ト
ー
タ
ル
は
、歳
入
が
2
億

8
3
5
1
万
2
千
円
、歳
出

が
13
億
8
0
3
9
万
4
千

円
で
、差
し
引
き
10
億

9
6
8
8
万
2
千
円
の
歳

出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

・福祉会館整備事業に
  ついて
・小学校屋内運動場の
  現況について　

その他の質問
可
能
に
す
る
た
め
の
実
施

計
画
を
作
成
し
、
用
地
取

得
契
約
を
令
和
7
年
度
中

と
見
込
ん
で
い
る
。

②
③
用
地
取
得
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
、
造
成
等
の

計
画
や
地
質
・
地
下
水
調

査
を
令
和
8
年
度
中
、
造

成
工
事
を
10
年
度
完
了
予

定
と
し
て
お
り
、
造
成
工

事
の
段
階
か
ら
企
業
訪
問

を
積
極
的
に
行
い
、
熊
本

県
を
は
じ
め
地
元
経
済
界

等
と
連
携
し
た
誘
致
活
動

に
向
け
て
全
庁
挙
げ
て
取

り
組
む
。

②
令
和
6
年
度
に
お
い
て
、

汚
泥
の
固
形
分
を
解
体
時
に

一
体
的
に
処
理
を
行
い
、堆

肥
舎
以
外
は
更
地
に
し
、跡

地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

③
当
時
は
、全
国
的
に
も

画
期
的
な
取
り
組
み
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、結
果

こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ

て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、人
口
減
少
問

題
な
ど
課
題
が
あ
り
、将

来
を
見
据
え
た
事
業
も
あ

る
。職
員
に
は
常
々
、失
敗

を
恐
れ
ず
に
目
標
を
も
っ
て

進
む
よ
う
に
言
っ
て
お
り
、

今
後
も
、こ
れ
ま
で
の
教
訓

を
生
か
し
、「
選
ば
れ
る
山

鹿
」の
実
現
の
た
め
新
た
な

事
業
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
。

過去の議会でも質問
令和５年９月

人工芝グラウンド

バイオマスセンター

で
96
か
所
、熊
本
で
８
施

設
、10
面
あ
る
。

②
令
和
５
年
度
は
山
鹿
市

弓
道
場
の
大
規
模
改
修
、

あ
ん
ず
の
丘
多
目
的
体
育

館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
行

い
、６
年
度
は
総
合
体
育
館

第
２
ア
リ
ー
ナ
の
L
E
D
化

工
事
及
び
更
衣
室
の
空
調

設
置
工
事
を
行
う
予
定
。

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

に
つ
い
て
は
、施
設
の
必
要

性
や
優
先
順
位
、本
市
の

財
政
負
担
や
経
済
効
果
等
、

整
備
に
係
る
様
々
な
条
件

を
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

が
集
い
交
流
で
き
る
場
を

確
保
す
る
た
め
、
令
和
５

年
３
月
に
市
長
の
附
属
機

関
と
し
て
新
福
祉
会
館
建

設
推
進
委
員
会
を
設
置
し

基
本
構
想
（
案
）
の
策
定

に
着
手
し
た
も
の
で
あ

る
。
関
係
各
種
団
体
毎
に

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行

い
、
結
論
と
し
て
旧
山
鹿

保
健
所
跡
地
は
、
地
理
的

に
も
最
適
で
あ
り
、
土
地

の
有
効
活
用
等
の
点
か
ら

3
階
建
て
の
希
望
等
を
受

け
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
み
ん
な
に
や
さ
し
い
ま

ち 

や
ま
が 

の
福
祉
の
拠

点
」
と
定
め
施
設
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
る
。
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古川  和博   議員
（清風やまが ）

ふるかわ    かずひろ

 超高齢化社会に向き合う福祉会館整備事業とは
山鹿市福祉会館建設基本構想を決定

令
和
7
年
か
ら
人
口
の

局
面
は
大
き
く
変
わ
り
高

齢
者
が
急
増
し
医
療
介
護

ニ
ー
ズ
は
増
え
大
介
護
時

代
に
突
入
と
叫
ば
れ
て
い

る
、
２
０
４
０
年
に
ピ
ー

ク
と
の
見
込
み
だ
が
、
反

面
、
一
番
の
働
き
手
の
減

少
が
加
速
度
的
に
進
み
福

祉
の
支
え
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
等
、
福
祉
行
政

待
っ
た
な
し
の
施
策
で
あ

る
福
祉
会
館
建
設
の
取
組

を
問
う
。    

福
祉
部
長
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
、
多

様
化
・
複
雑
化
が
急
速
に

進
む
中
に
、
既
存
施
設
の

役
割
を
再
構
築
し
、
市
民

・第２回全国モンブラン大会山鹿市
  開催について
・健幸都市宣言の背景及び事業に
  ついて

その他の質問

金光  一誠  議員
（れいわ創造）

かなみつ   いっせい

企業誘致について
全庁挙げて事業に取り組む

企
業
誘
致
対
策
に
つ
い

て
は
、適
地
が
選
定
さ
れ
重

要
施
策
で
あ
る「
人
口
減
少

対
策
」
が
歩
み
始
め
た
と
思

う
が
、い
ろ
ん
な
懸
案
事
項

を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、工
業

団
地
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
企
業
を
早
期
に
確
保

す
る
た
め
、企
業
誘
致
に
向

け
た
効
率
的
な
P
R
と

セ
ー
ル
ス
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
、他

市
の
誘
致
活
動
に
負
け
な

い
こ
と
と
考
え
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
お
尋
ね
を
す
る
。

①
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
権

利
者
へ
の
事
業
説
明
、事
前

調
査
に
つ
い
て

②
企
業
へ
の
P
R
と
セ
ー
ル

ス
に
つ
い
て

③
事
業
の
推
進
体
制
に
つ

い
て商

工
観
光
部
長
、
市
長

①
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
地

権
者
や
耕
作
者
な
ど
地
域

の
皆
様
に
対
す
る
説
明
会

等
の
開
催
と
並
行
し
て
、

土
地
の
鑑
定
評
価
や
立
木

等
の
調
査
、
農
地
転
用
を

・令和6年度保健体育使用料708万円の積算根拠
 について
・社会体育施設について
・人口減少対策（住宅用地整備促進事業）について

その他の質問

原  芳郎  議員
（れいわ創造）

はら　よしろう

人工芝グラウンドについて
財政負担や経済効果等様々な条件をクリアする必要がある

①
公
共
施
設
で
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
保
有
す
る

全
国
で
の
数
、
九
州
で
の

数
、
熊
本
県
で
の
数
を
伺

う
。

②
昨
年
９
月
議
会
で
、
施

設
整
備
の
必
要
性
や
、
費

用
対
効
果
を
十
分
に
精
査

し
た
う
え
で
、
計
画
的
な

整
備
に
取
組
む
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
や
計
画
を
伺
う
。

①
②
教
育
部
長

①
民
間
の
リ
サ
ー
チ
会
社

に
よ
る
と
、自
治
体
及
び
民

間
に
よ
る
も
の
を
合
わ
せ

全
国
で
５
６
７
か
所
、九
州

・ふるさと納税について
・市職員の人材確保について
・学校給食センターの整備方針について

その他の質問

永田  紘二  議員
ながた　　こうじ

バイオマス事業を踏まえて、今後の仕事の取り組み方は
これまでの教訓を生かし、新たな事業にもチャレンジしていく

令
和
6
年
度
予
算
で
バ

イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
解

体
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が

①
こ
れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い

の
費
用
が
か
か
っ
た
の
か
。

②
今
後
は
ど
こ
で
終
着
す

る
の
か
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
こ

れ
で
終
わ
る
が
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
今
後
の
仕
事
の

取
組
み
方
に
つ
い
て
問

う
。①

②
農
林
部
長
③
市
長

①
こ
れ
ま
で
の
一
般
財
源
の

ト
ー
タ
ル
は
、歳
入
が
2
億

8
3
5
1
万
2
千
円
、歳
出

が
13
億
8
0
3
9
万
4
千

円
で
、差
し
引
き
10
億

9
6
8
8
万
2
千
円
の
歳

出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

・福祉会館整備事業に
  ついて
・小学校屋内運動場の
  現況について　

その他の質問
可
能
に
す
る
た
め
の
実
施

計
画
を
作
成
し
、
用
地
取

得
契
約
を
令
和
7
年
度
中

と
見
込
ん
で
い
る
。

②
③
用
地
取
得
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
、
造
成
等
の

計
画
や
地
質
・
地
下
水
調

査
を
令
和
8
年
度
中
、
造

成
工
事
を
10
年
度
完
了
予

定
と
し
て
お
り
、
造
成
工

事
の
段
階
か
ら
企
業
訪
問

を
積
極
的
に
行
い
、
熊
本

県
を
は
じ
め
地
元
経
済
界

等
と
連
携
し
た
誘
致
活
動

に
向
け
て
全
庁
挙
げ
て
取

り
組
む
。

②
令
和
6
年
度
に
お
い
て
、

汚
泥
の
固
形
分
を
解
体
時
に

一
体
的
に
処
理
を
行
い
、堆

肥
舎
以
外
は
更
地
に
し
、跡

地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

③
当
時
は
、全
国
的
に
も

画
期
的
な
取
り
組
み
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、結
果

こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ

て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、人
口
減
少
問

題
な
ど
課
題
が
あ
り
、将

来
を
見
据
え
た
事
業
も
あ

る
。職
員
に
は
常
々
、失
敗

を
恐
れ
ず
に
目
標
を
も
っ
て

進
む
よ
う
に
言
っ
て
お
り
、

今
後
も
、こ
れ
ま
で
の
教
訓

を
生
か
し
、「
選
ば
れ
る
山

鹿
」の
実
現
の
た
め
新
た
な

事
業
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
。

過去の議会でも質問
令和５年９月

人工芝グラウンド

バイオマスセンター

で
96
か
所
、熊
本
で
８
施

設
、10
面
あ
る
。

②
令
和
５
年
度
は
山
鹿
市

弓
道
場
の
大
規
模
改
修
、

あ
ん
ず
の
丘
多
目
的
体
育

館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
行

い
、６
年
度
は
総
合
体
育
館

第
２
ア
リ
ー
ナ
の
L
E
D
化

工
事
及
び
更
衣
室
の
空
調

設
置
工
事
を
行
う
予
定
。

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

に
つ
い
て
は
、施
設
の
必
要

性
や
優
先
順
位
、本
市
の

財
政
負
担
や
経
済
効
果
等
、

整
備
に
係
る
様
々
な
条
件

を
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

が
集
い
交
流
で
き
る
場
を

確
保
す
る
た
め
、
令
和
５

年
３
月
に
市
長
の
附
属
機

関
と
し
て
新
福
祉
会
館
建

設
推
進
委
員
会
を
設
置
し

基
本
構
想
（
案
）
の
策
定

に
着
手
し
た
も
の
で
あ

る
。
関
係
各
種
団
体
毎
に

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行

い
、
結
論
と
し
て
旧
山
鹿

保
健
所
跡
地
は
、
地
理
的

に
も
最
適
で
あ
り
、
土
地

の
有
効
活
用
等
の
点
か
ら

3
階
建
て
の
希
望
等
を
受

け
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
み
ん
な
に
や
さ
し
い
ま

ち 

や
ま
が 

の
福
祉
の
拠

点
」
と
定
め
施
設
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
る
。
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令和6年（第１回）２月臨時議会における審議結果表

令和6年（第2回）３月定例会における審議結果表

全会一致で原案可決等された議案

全会一致で原案可決等された議案

賛否が分かれた議案

補正予算

反対討論

令和5年度山鹿市一般会計補正予算

永
田
　
絋
二

北
原
　
昭
一

冨
丸
洋
一
郎

服
部
　
香
代

有
働
　
辰
喜

勢
田
　
昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　
榮
二

松
見
　
真
一

金
光
　
一
誠

古
川
　
和
博

山
下
　
誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　
龍
一

隈
部
　
賢
治

原
　
芳
郎

深
牧
　
大
助

永
田
　
壮
拡

関
口
　
和
良

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 14 15 16 17 18 19 20

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議
長● ● ●

議席番号

件　名

議員名

条例 山鹿市手数料条例の一部を改正する条例

＊議長は採決に加わりません　
〇は賛成　●は反対　欠は欠席

賛否が分かれた議案

永
田
　
絋
二

北
原
　
昭
一

冨
丸
洋
一
郎

服
部
　
香
代

有
働
　
辰
喜

勢
田
　
昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　
榮
二

松
見
　
真
一

金
光
　
一
誠

古
川
　
和
博

山
下
　
誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　
龍
一

隈
部
　
賢
治

原
　
芳
郎

深
牧
　
大
助

永
田
　
壮
拡

関
口
　
和
良

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 14 15 16 17 18 19 20議席番号

件　名

議員名

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

● ● ●
予算

令和6年度山鹿市一般会計予算(修正案を除く原案）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●令和6年度山鹿市水道事業会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●条例 山鹿市介護保険条例の一部を改正する条例

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
特別会
計予算

令和6年度山鹿市国民健康保険事業特別会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●令和6年度後期高齢者医療特別会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●令和6年度山鹿市介護保険事業特別会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●請願 健やかな子どもたちの成長保障と少子化対策のために
小中学校給食費の無償化を求める請願

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●議員提
出議案 令和6年度山鹿市一般会計予算に対する修正案

＊議長は採決に加わりません　
〇は賛成　●は反対　欠は欠席

この条例改正は、法務省があらゆる戸籍情報を管理運用するというもので国民が知らないうちに
情報管理されていく、情報は集約されるほど利用価値が高まり、攻撃されやすく漏えいを100%防
ぐシステム構築は不可能。情報集積することに危険性があり反対する。

芋生  よしや

令和5年度山鹿市一般会計補正予算    

令和5年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算    

令和5年度山鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算    

令和5年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算    

令和6年度山鹿市病院事業会計予算    

令和6年度山鹿市下水道事業会計予算    

令和6年度山鹿市農業集落排水事業会計予算    

山鹿市会計年度任用職員の給与等に関する条例の
一部を改正する条例    

山鹿市議会議員及び山鹿市長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例    

山鹿市ひとり親家庭等医療費の助成に関する条例の
一部を改正する条例    

山鹿市営住宅条例の一部を改正する条例    

山鹿市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例    

山鹿市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例    

山鹿市水道事業給水条例の一部を改正する条例    

山鹿市深瀬健康増進施設条例を廃止する条例    

山鹿市附属機関設置条例の一部を改正する条例    

山鹿市病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例    

山鹿市手数料条例の一部を改正する条例    

令和6年度六郷財産区特別会計予算    

令和6年度城北財産区特別会計予算    

令和6年度稲田財産区特別会計予算    

財産の貸付けについて

定住自立圏形成協定の変更について

熊本広域行政不服審査会を共同設置する地方公共
団体の数の増加及び熊本広域行政不服審査会共同
設置規約の一部変更について

山鹿植木広域行政事務組合の共同処理する事務の
変更及び規約の一部変更について

山鹿植木広域行政事務組合の共同処理する事務の
変更に伴う財産処分について

市道路線の認定について

教育委員会委員の任命について

公平委員会委員の選任について

専決処分の報告について第1号

専決処分の報告について第2号

知的障害者が安心して暮らせる障害者支援施設等
の充実を求める意見書の提出についての陳情書

知的障害者が安心して暮らせる障害者支援施設等
の充実を求める意見書

小中学校給食費の無償化を国に求める意見書

山鹿市政治倫理条例の一部を改正する条例

山鹿市議会会議規則の一部を改正する条例

山鹿市議会委員会条例の一部を改正する条例 

議　　案 議　　案

補 正
予 算

一 般
議 案

特 別
会 計

予 算

認 定

人 事

報 告

陳 情

意 見 書

議 員 提
出 議 案

条 例

古
川  

和
博

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
、
令
和
４
年
９
月
議
会
に
お

い
て
保
健
所
跡
地
を
新
福
祉
会
館
と
し
て
活
用
す
る

前
提
の
補
正
予
算
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
て
い

る
。令

和
５
年
３
月
議
会
の
「
新
福
祉
会
館
基
本
構
想

委
託
料
」
と
「
ア
ス
ベ
ス
ト
事
前
調
査
委
託
料
」
も

可
決
し
て
お
り
、
跡
地
利
用
は
、
市
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
最
大
限
に
有
効
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

一
般
会
計
予
算  

個
人
番
号
交
付
関
連
事
務
、障
が
い
者
な
ど
カ
ー
ド

取
得
の
で
き
な
い
方
も
い
る
。紛
失
、パ
ス
ワ
ー
ド
忘
れ

の
手
続
き
、情
報
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
不
安
払
し
ょ
く
が
さ

れ
て
い
な
い
カ
ー
ド
発
行
に
多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
む

こ
と
。歯
と
口
の
健
康
事
業
、W
H
O
見
解
の
劇
薬
で
集

団
フ
ッ
化
物
洗
口
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

水
道
事
業
会
計
予
算

2
4
・
7
%
の
値
上
げ
の
料
金
改
定
負
担
増
で
の
予

算
で
あ
り
反
対
す
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

国
が
示
す
ま
ま 

13
階
層
ま
で
区
分
を
増
や
し
、
負

担
増
に
な
る
介
護
保
険
料
の
予
算
に
反
対
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

国
が
就
学
前
の
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
を
始
め
た
の

に
、打
ち
消
す
よ
う
な
負
担
増
と
し
た
。市
と
し
て
国
保
会

計
を
守
る
観
点
か
ら
責
任
あ
る
支
出
を
求
め
反
対
す
る
。    

介
護
保
険
条
例
改
正

第
９
期
事
業
計
画
で
介
護
保
険
料
を
９
階
層
か
ら
13

階
層
に
分
け
、基
準
額
は
そ
の
ま
ま
に
、１
か
ら
３
階
層

は
わ
ず
か
な
値
下
げ
、そ
の
分
10
か
ら
13
階
層
に
年
額

最
高
5
3
、5
9
2
円
の
負
担
増
と
す
る
。介
護
保
険
料

は
始
ま
っ
て
以
来
約
２
倍
と
負
担
が
大
き
く
な
る
ば
か

り
で
反
対
す
る
。  

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
請
願  

無
償
化
を
願
う
1
6
2
2
筆
市
民
の
声
に
応
え
採
択

す
べ
き
。「
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」
は
他
自
治
体

に
先
駆
け
市
民
の
願
い
に
応
え
始
ま
っ
た
も
の
。「
選
ば

れ
る
山
鹿
」
と
い
う
な
ら
、
一
部
補
助
な
ど
市
民
の
願

い
に
一
歩
で
も
応
え
る
べ
き
で
賛
成
す
る
。

 

国
に
給
食
費
無
償
化
求
め
る
意
見
書

住
ん
で
い
る
自
治
体
に
よ
っ
て
差
が
出
な
い
よ
う
国

に
無
償
化
求
め
る
意
見
書
に
賛
成
す
る
。

 

障
害
者
支
援
施
設
等
の
充
実
求
め
る
意
見
書

障
害
者
が
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
制
度
、
質
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
に
賛
成
す
る
。

【
反
対
討
論
】

【
賛
成
討
論
】

永
田  

壮
拡

解
体
費
の
増
額
、
新
た
な
土
地
の
必
要
性
、
議
会

の
議
決
が
必
要
で
な
い
土
地
開
発
基
金
で
の
土
地
取

得
が
適
正
だ
っ
た
の
か
、
一
連
の
行
政
対
応
に
は
大

い
に
疑
問
が
残
る
。

既
存
の
福
祉
三
施
設
の
再
構
築
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
、
公
共
の
遊
休

財
産
を
整
理
す
る
中
、
既
存
施
設
を
残
し
た
ま
ま
、

こ
の
場
所
に
福
祉
会
館
を
新
た
に
建
設
す
る
真
の
理

由
が
見
当
た
ら
な
い
。

金
光  

一
誠

第
一
に
、
既
存
施
設
と
新
た
に
造
る
福
祉
会
館
の

整
合
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
、
今
の
段
階
で
、
既
存

の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
再
構
築
す
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
改
修
を
行
う
の
か
、
何
一
つ
見
通
せ
て
い
な
い
。

ま
た
、
福
祉
会
館
用
地
と
し
て
面
積
の
狭
さ
、
福
祉

会
館
の
業
務
内
容
が
定
か
で
は
な
い
こ
と
、
解
体
工

事
や
用
地
取
得
に
も
疑
問
が
残
る
た
め
、
時
期
尚
早

と
判
断
し
、
福
祉
会
館
整
備
事
業
の
1
億
3
1
2
7

万
7
千
円
を
減
額
す
る
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

【
賛
成
討
論
】

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
修
正
案

芋
生
よ
し
や

山鹿市手数料条例の
一部を改正する条例（　　　　 ）
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令和6年（第１回）２月臨時議会における審議結果表

令和6年（第2回）３月定例会における審議結果表

全会一致で原案可決等された議案

全会一致で原案可決等された議案

賛否が分かれた議案

補正予算

反対討論

令和5年度山鹿市一般会計補正予算

永
田
　
絋
二

北
原
　
昭
一

冨
丸
洋
一
郎

服
部
　
香
代

有
働
　
辰
喜

勢
田
　
昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　
榮
二

松
見
　
真
一

金
光
　
一
誠

古
川
　
和
博

山
下
　
誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　
龍
一

隈
部
　
賢
治

原
　
芳
郎

深
牧
　
大
助

永
田
　
壮
拡

関
口
　
和
良

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 14 15 16 17 18 19 20

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議
長● ● ●

議席番号

件　名

議員名

条例 山鹿市手数料条例の一部を改正する条例

＊議長は採決に加わりません　
〇は賛成　●は反対　欠は欠席

賛否が分かれた議案

永
田
　
絋
二

北
原
　
昭
一

冨
丸
洋
一
郎

服
部
　
香
代

有
働
　
辰
喜

勢
田
　
昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　
榮
二

松
見
　
真
一

金
光
　
一
誠

古
川
　
和
博

山
下
　
誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　
龍
一

隈
部
　
賢
治

原
　
芳
郎

深
牧
　
大
助

永
田
　
壮
拡

関
口
　
和
良

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 14 15 16 17 18 19 20議席番号

件　名

議員名

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

● ● ●
予算

令和6年度山鹿市一般会計予算(修正案を除く原案）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●令和6年度山鹿市水道事業会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●条例 山鹿市介護保険条例の一部を改正する条例

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
特別会
計予算

令和6年度山鹿市国民健康保険事業特別会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●令和6年度後期高齢者医療特別会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●令和6年度山鹿市介護保険事業特別会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●請願 健やかな子どもたちの成長保障と少子化対策のために
小中学校給食費の無償化を求める請願

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●議員提
出議案 令和6年度山鹿市一般会計予算に対する修正案

＊議長は採決に加わりません　
〇は賛成　●は反対　欠は欠席

この条例改正は、法務省があらゆる戸籍情報を管理運用するというもので国民が知らないうちに
情報管理されていく、情報は集約されるほど利用価値が高まり、攻撃されやすく漏えいを100%防
ぐシステム構築は不可能。情報集積することに危険性があり反対する。

芋生  よしや

令和5年度山鹿市一般会計補正予算    

令和5年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算    

令和5年度山鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算    

令和5年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算    

令和6年度山鹿市病院事業会計予算    

令和6年度山鹿市下水道事業会計予算    

令和6年度山鹿市農業集落排水事業会計予算    

山鹿市会計年度任用職員の給与等に関する条例の
一部を改正する条例    

山鹿市議会議員及び山鹿市長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例    

山鹿市ひとり親家庭等医療費の助成に関する条例の
一部を改正する条例    

山鹿市営住宅条例の一部を改正する条例    

山鹿市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例    

山鹿市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例    

山鹿市水道事業給水条例の一部を改正する条例    

山鹿市深瀬健康増進施設条例を廃止する条例    

山鹿市附属機関設置条例の一部を改正する条例    

山鹿市病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例    

山鹿市手数料条例の一部を改正する条例    

令和6年度六郷財産区特別会計予算    

令和6年度城北財産区特別会計予算    

令和6年度稲田財産区特別会計予算    

財産の貸付けについて

定住自立圏形成協定の変更について

熊本広域行政不服審査会を共同設置する地方公共
団体の数の増加及び熊本広域行政不服審査会共同
設置規約の一部変更について

山鹿植木広域行政事務組合の共同処理する事務の
変更及び規約の一部変更について

山鹿植木広域行政事務組合の共同処理する事務の
変更に伴う財産処分について

市道路線の認定について

教育委員会委員の任命について

公平委員会委員の選任について

専決処分の報告について第1号

専決処分の報告について第2号

知的障害者が安心して暮らせる障害者支援施設等
の充実を求める意見書の提出についての陳情書

知的障害者が安心して暮らせる障害者支援施設等
の充実を求める意見書

小中学校給食費の無償化を国に求める意見書

山鹿市政治倫理条例の一部を改正する条例

山鹿市議会会議規則の一部を改正する条例

山鹿市議会委員会条例の一部を改正する条例 

議　　案 議　　案

補 正
予 算

一 般
議 案

特 別
会 計

予 算

認 定

人 事

報 告

陳 情

意 見 書

議 員 提
出 議 案

条 例

古
川  

和
博

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
、
令
和
４
年
９
月
議
会
に
お

い
て
保
健
所
跡
地
を
新
福
祉
会
館
と
し
て
活
用
す
る

前
提
の
補
正
予
算
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
て
い

る
。令

和
５
年
３
月
議
会
の
「
新
福
祉
会
館
基
本
構
想

委
託
料
」
と
「
ア
ス
ベ
ス
ト
事
前
調
査
委
託
料
」
も

可
決
し
て
お
り
、
跡
地
利
用
は
、
市
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
最
大
限
に
有
効
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

一
般
会
計
予
算  

個
人
番
号
交
付
関
連
事
務
、障
が
い
者
な
ど
カ
ー
ド

取
得
の
で
き
な
い
方
も
い
る
。紛
失
、パ
ス
ワ
ー
ド
忘
れ

の
手
続
き
、情
報
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
不
安
払
し
ょ
く
が
さ

れ
て
い
な
い
カ
ー
ド
発
行
に
多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
む

こ
と
。歯
と
口
の
健
康
事
業
、W
H
O
見
解
の
劇
薬
で
集

団
フ
ッ
化
物
洗
口
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

水
道
事
業
会
計
予
算

2
4
・
7
%
の
値
上
げ
の
料
金
改
定
負
担
増
で
の
予

算
で
あ
り
反
対
す
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

国
が
示
す
ま
ま 

13
階
層
ま
で
区
分
を
増
や
し
、
負

担
増
に
な
る
介
護
保
険
料
の
予
算
に
反
対
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

国
が
就
学
前
の
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
を
始
め
た
の

に
、打
ち
消
す
よ
う
な
負
担
増
と
し
た
。市
と
し
て
国
保
会

計
を
守
る
観
点
か
ら
責
任
あ
る
支
出
を
求
め
反
対
す
る
。    

介
護
保
険
条
例
改
正

第
９
期
事
業
計
画
で
介
護
保
険
料
を
９
階
層
か
ら
13

階
層
に
分
け
、基
準
額
は
そ
の
ま
ま
に
、１
か
ら
３
階
層

は
わ
ず
か
な
値
下
げ
、そ
の
分
10
か
ら
13
階
層
に
年
額

最
高
5
3
、5
9
2
円
の
負
担
増
と
す
る
。介
護
保
険
料

は
始
ま
っ
て
以
来
約
２
倍
と
負
担
が
大
き
く
な
る
ば
か

り
で
反
対
す
る
。  

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
請
願  

無
償
化
を
願
う
1
6
2
2
筆
市
民
の
声
に
応
え
採
択

す
べ
き
。「
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」
は
他
自
治
体

に
先
駆
け
市
民
の
願
い
に
応
え
始
ま
っ
た
も
の
。「
選
ば

れ
る
山
鹿
」
と
い
う
な
ら
、
一
部
補
助
な
ど
市
民
の
願

い
に
一
歩
で
も
応
え
る
べ
き
で
賛
成
す
る
。
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に
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の
か
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な
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を
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う
の
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、
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ま
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、
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こ
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、
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す
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令和5年度　議会報告会

・行政視察報告をもっと詳しく聞きたい。成果が感じられない。

・企業誘致が力不足。大企業誘致が不可欠。

・テーマに対して行政が行っていることが聞きたかった。

・議会は将来に責任を持って。

・市民は希望、期待を失くしている。

・若い議員が多いので期待している。

・市民の声を聞いてもらえる場所があるのはありがたい。

ご意見やご提言

山鹿会場 『賑わい創り』

若い世代の意見をよく聞いてほしい

菊鹿会場 『有害鳥獣対策』

有害鳥獣の駆除に対する市民の理解を
深めてほしい

鹿本会場 『子育て環境』

教育委員会とPTAとの協議会がほしい

鹿北会場 『共同作業（区役）』

河川敷の草刈りは危険がともなうので業者
委託で対応してほしい

鹿央会場 『いきいき高齢者』

高齢者が集う場所を充実させてほしい

会　場

山　鹿

菊　鹿

鹿　本

鹿　北

鹿　央

開 催 日

1月26日（金）

1月27日（土）

2月2日（金）

2月3日（土）

2月3日（土）

ディスカッションのテーマ

賑わい創り

有害鳥獣対策

子育て環境

共同作業（区役）

いきいき高齢者

山鹿市議会では、市民の皆さまへ議会の活動状況を報告し、ご意見やご提言を

直接伺うため議会報告会を開催しました。今回は、各常任委員会の活動報告の

後、会場毎にテーマを設ける形でのグループディスカッションを行いました。

令和６年度の議会報告会

10月11日開催予定

詳細は次回号で掲載します。
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・若い議員が多いので期待している。

・市民の声を聞いてもらえる場所があるのはありがたい。

ご意見やご提言

山鹿会場 『賑わい創り』

若い世代の意見をよく聞いてほしい

菊鹿会場 『有害鳥獣対策』

有害鳥獣の駆除に対する市民の理解を
深めてほしい

鹿本会場 『子育て環境』

教育委員会とPTAとの協議会がほしい

鹿北会場 『共同作業（区役）』

河川敷の草刈りは危険がともなうので業者
委託で対応してほしい

鹿央会場 『いきいき高齢者』

高齢者が集う場所を充実させてほしい

会　場

山　鹿

菊　鹿

鹿　本

鹿　北

鹿　央

開 催 日

1月26日（金）

1月27日（土）

2月2日（金）

2月3日（土）

2月3日（土）

ディスカッションのテーマ

賑わい創り

有害鳥獣対策

子育て環境

共同作業（区役）

いきいき高齢者

山鹿市議会では、市民の皆さまへ議会の活動状況を報告し、ご意見やご提言を

直接伺うため議会報告会を開催しました。今回は、各常任委員会の活動報告の

後、会場毎にテーマを設ける形でのグループディスカッションを行いました。

令和６年度の議会報告会

10月11日開催予定

詳細は次回号で掲載します。
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年賀あいさつ式
全員協議会
二十歳のつどい
熊本県市議会議員研修
出初式
百歳到達者表敬訪問
議会運営委員会
全員協議会
広報広聴委員会
菊池市・山鹿市議会合同研修会
九州市議会議長会第4回理事会（～26日）
議会報告会　【山鹿市役所5階】
議会報告会　【菊鹿公民館】
鞠智城講座
議会運営委員会行政視察（～30日）
赤穂市議会行政視察受入

議会運営委員会
議会報告会　【鹿本市民センター】
議会報告会　【鹿北市民センター】
議会報告会　【鹿央市民センター】
丸亀市議会行政視察受入
主権者教育【山鹿小学校・三玉小学校・菊鹿小
学校・鹿北小学校】
臨時会
全員協議会
主権者教育　【大道小学校】
熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例会
及び全員協議会【熊本県自治会館】
eスポーツ交流イベント
主権者教育　【八幡小学校】
百歳到達者表敬訪問
３月定例会開会･全員協議会
広報広聴委員会
後期高齢者医療広域連合　定期監査

３月定例会質疑・一般質問
３月定例会質疑・一般質問
広報広聴委員会
予算決算常任委員会
広報広聴委員会
第12回鞠智城跡『特別研究』成果報告会
建設経済常任委員会
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
予算決算委員会
合志川災害関連対策事業完成式典
議会運営委員会
３月定例会閉会・全員協議会
百歳到達者表敬訪問
百歳到達者表敬訪問
やまがＢＡＳＥオープニングセレモニー

１
月

２
月

３
月

議会の主な動き 令和5年度　行政視察受入れ状況

ようこそ山鹿市へ

《 もくじ 》
議会が注目した事業
予算決算委員会
委員会レポート
質疑・一般質問
賛否表・討論
議会報告会
議会の主な動き他
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……………… １２～１３

…………… １４

宮古島市議会視察

学生との交流事業
崇城大学、鹿本高校、鹿本農業高校、鹿本商工

高校、城北高校、山鹿中学校の生徒さんたちと

eスポーツの対戦やグループディスカッション

等を行いました。

令和6年2月21日eスポーツで壁を超える。若者×議員

5/23(火)

10/12(木)

10/18(水)

10/20(金)

11/1(水)

1/30(火)

2/6(火)

宮城県
名取市

沖縄県
宮古島市

愛知県
西尾市議会

奈良県
宇陀市議会

栃木県
さくら市議会

兵庫県
赤穂市議会

香川県
丸亀市議会

新シルク蚕業構想に
ついて

議会招集から閉会まで
の議会運営について

災害時の際の市議会と
しての対応について

歴史文化景観をいかした
まちづくりについて

インクルーシブ教育
システムについて

一般廃棄物処理整備
事業について

市民サービスの向上と
行政コストの削減を目標
とした、市民課窓口業務
の民間委託について

学校の適正配置の経緯と
効果・課題について

議員による出前授業に
ついて

視察日 視察団体 視察内容

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
事
で
あ
り
ま
す
が
先
日
、中

学
一
年
生
の
孫
娘
を
連
れ
て
鹿

児
島
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館

へ
行
って
来
ま
し
た
。

昨
年
公
開
さ
れ
た
映
画『
あ

の
花
が
咲
く
丘
で
、君
と
ま
た
出

会
え
た
ら
。』を
見
た
孫
に
あ
の

物
語
は
鹿
児
島
の
知
覧
特
攻

隊
の
話
だ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、ぜ
ひ

行
き
た
い
と
い
う
事
で
行
っ
て
来

ま
し
た
。映
画
の
世
界
が
現
実
に

あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
感
じ
た
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

さ
て
、第
五
期
山
鹿
市
議
会

も
い
よ
い
よ
最
終
年
度
に
入
り
ま

し
た
。第
五
期
議
会
だ
よ
り
も

残
り
３
部
で
終
了
で
す
。市
民

の
皆
様
に
は
議
会
だ
よ
り
を
通

じ
て
議
会
活
動
を
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
報
告
し
よ
う
と
努
め
て

き
ま
し
た
が
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？市民

の
皆
様
、今
後
も
分
か

り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
一
読
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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4日(木）

8日（月）
9日（火）
14日（日）
16日（火）
19日（金）

23日（火）
25日（木）
26日（金）
27日（土）
28日（日）
29日（月）
30日（火）

2日（金）

3日（土）

6日（火）
7日（水）

9日（金）

13日（火）
14日（水）

21日（水）
26日（月）

27日（火）

5日（火）
6日（水）

7日（木）

10日（日）
11日（月）
12日（火）
13日（水）
15日（金）
16日（土）
19日（火）
21日（木）
26日（火）
27日（水）
30日（土）


